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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     
近年の急速な高齢化に伴う疾病の複雑化に加え、人々の価値観も多様化する中、専門職

として質の高い看護を実践するには、看護師自身の道徳的感受性が不可欠である。道徳的

感受性とは、理論的な知識および状況の文脈的な理解から道徳的な問題を識別する能力で

ある。これは、看護学を学ぶ看護学生にとっても培うべき重要な力である。この道徳的感

受性の測定には、看護師向けに開発された Revised Moral Sensitivity Questionnaire (r-
MSQ)と、その日本語版となる改訂道徳的感受性質問紙(J-MSQ)が存在する。しかしなが

ら、学習段階にある看護学生の道徳的感受性を測定するのに適した尺度はない。そこで、

看護学生版の質問紙を作成すべく、前期課程での研究に引き続き、さらなる改良を加え、

臨床経験の少ない看護学生に適用可能な信頼性と妥当性を備えた尺度を開発することを

目的とした。 
項目の洗練と検証の過程を 2 段階とし、フォーカスグループインタビューによる半構造

化面接（第 1 段階）と自記式質問紙調査（第 2 段階）を行い、道徳的感受性を構成する下

位概念である 3 因子構造が得られるまで、この 2 つの作業を計 2 回繰り返した。 

本研究の新知見と意義を要約すると、以下のとおりである。 
1．「道徳的強さ(4 項目)」、「道徳的な気づき(5 項目)」、「道徳的責任感(2 項目)」の 11 項目

3 因子構造の信頼性と妥当性が確保された看護学生版の道徳的感受性質問紙 (Moral 
Sensitivity Questionnaire for Nursing Students: MSQ‐ST)を開発した。 

3．看護学生の道徳的感受性は看護師と同様に 3 因子構造をもつが、このうち「道徳的責

任感」は高学年で初めて獲得できるものであり、一方「道徳的強さ」と「道徳的な気づ

き」は低学年のうちからほぼ形成され、継続的に測定可能であることを示した。 
4．MSQ-ST を用いることで、看護学生の学年間や実習経験の有無による道徳的感受性の

差、傾向を測定可能なことを示した。 
本研究において開発された MSQ-ST は、看護学生の道徳観の涵養のための教育の評価

などに活用できるものである。 

尚、本研究の成果は Nagoya Journal of Medical Science (2020 JCR Impact factor: 
1.131）に掲載された。 

以上の理由により、本研究は博士（看護学）の学位を授与するに相応しい価値を有する

ものと評価した。 

 




